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図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

位置図

/1 58

NTS

位置図
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つくば中央IC作業基地

桜土浦IC作業基地

石岡小美玉SIC作業基地



IC ～ IC KP（MP) ～ KP(MP) ｍ ｍ

上り線 高機能Ⅰ型
2.400 2.600 200.0 3.75

上り線 高機能Ⅰ型
2.600 2.800 200.0 3.70

上り線 第一走行 高機能Ⅰ型
3.498 3.600 102.0 3.70

1 - 上り線 第二走行 高機能Ⅰ型 三郷JCT 流山
3.498 3.600 102.0 3.75

上り線 高機能Ⅰ型
6.200 6.400 200.0 3.75

下り線 高機能Ⅰ型
6.800 6.900 100.0 3.70

下り線 高機能Ⅰ型
32.530 32.800 270.0 3.70

高機能Ⅰ型
36.700 36.885 185.0 3.75

高機能Ⅰ型
39.200 39.591 391.0 3.70

高機能Ⅰ型
39.800 40.000 200.0 3.70

6 上り線 第二走行 高機能Ⅰ型
40.400 40.800 400.0 3.75

下り線 第一走行 高機能Ⅰ型
43.900 44.008 108.0 3.70

13-（10）

切削オーバーレイ工

工　区 上下区分 車線区分 既設表層種別

IC間 工区起終点 施工延長 施工幅員

m2 m2 m2 m2 m2

（夜） （夜）

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

1 -

1 -

1 -

～

～

～

三郷JCT

三郷JCT

三郷JCT

流山

流山

流山

2

2

5

5

6

6

-

-

-

-

-

-

土浦北

～

～

～

～

～

～

～

～

～

-

-6

下り線 第二走行
55.600 200.0 3.75

- ～ ～8
55.400

高機能Ⅰ型
248.0

- ～ ～

下り線 高機能Ⅰ型
56.203 203.0 3.75

- ～ ～8
56.000

1

2

3

4

1

2

1

2

1

2

3

4

1

2

第二走行

追越

377.4

流山 柏

桜土浦

第二走行

第一走行

第一走行

第二走行

第一走行

第一走行

上り線

下り線

下り線

382.5

750.0

370.0

999.0

693.8

1,446.7

740.0

1,500.0

399.6

-

-

-

高機能Ⅰ型 ～

高機能Ⅰ型 ～

高機能Ⅰ型 ～千代田石岡 岩間

～

～

～

3.7564.600 200.064.400

68.400 93.068.307

68.400 76.068.324

下り線 第二走行

下り線 第一走行

上り線 第一走行

63.400

高機能Ⅰ型

第二走行

千代田石岡 岩間

m2

（夜）

m2

750.0

740.0

流山 柏

谷田部 桜土浦

谷田部 桜土浦

桜土浦

桜土浦

千代田石岡 岩間

8

8

8

8

3

4

5

6

下り線 第一走行 千代田石岡

千代田石岡

千代田石岡

岩間

岩間

岩間

63.152 3.70 917.6

3.70

3.70

土浦北

土浦北

土浦北

桜土浦

370.0

m2

750.0

999.0

1,446.7

740.0

1,500.0

（夜）

281.2

344.1

750.0

761.3

750.0

281.2

344.1

917.6

750.0

761.3

750.0

Ｂ（t=4㎝） Ｂ（t=10㎝） Ｄ２－１（t=27㎝）

m2

Ｄ２-４（t=25㎝）Ｄ２-２（t=25㎝） Ｄ２-３（t=25㎝）

常磐自動車道

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

土工部　数量表(1)
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土工部　数量表(1)



（夜）

ｍ ｍ ｍ

路面標示工

16-（7）

路面標示標準型Ａ１

160.0

80.0

（夜）

ｍm2 m2

Ｃ

特-（1） 特-（2)

止水目地工

（夜） （夜）

200.0

1 -

6

工　区

1 -

1 -

1 -

2

2

5

5

6

6

-

-

-

-

-

-

-

-6

（夜）

40.8

-8

-

-8

1

2

3

4

1

2

1

2

1

2

3

4

1

2

40.8

160.0

3.8

156.4

108.0

-

-

-

0.21.0

0.5

8

8

8

8

3

4

5

6

248.0

76.0

108.0

3.8 0.5

0.2

特-（3)

事前調査工

ＦＷＤ調査

（夜）

開削調査

（夜）

コア採取 備　考

1.1

99.2

0.9

路面標示標準型Ｃ１－１ 路面標示標準型Ｃ１－２ 突起型路面標示Ｂ２－１ Ｂ

ループコイル敷設工

Ｂ

3.2

（夜）

ｍ ｍ 箇所箇所 ｍ ｍ箇所箇所ｍ ｍ箇所

1.1

0.6

0.6

0.4

10.4 200.0200.0

20.0102.0

102.0

200.0

ＦＷＤ調査

2.6KP～3.7KP3.7

3.8

102.0

40.0

148.0

108.0

80.0

320.0

43.2

200.0

391.0

270.0

400.0

200.0

391.0

185.0

3.7

100.0100.0

270.0

3.7 0.7

0.2

0.9

1.6

0.5

1.0

1.0

1.0

37.2

30.4

160.0

162.4

160.0

3.6

93.0

76.0

93.0

248.0

200.0

203.0

200.0

0.7

0.2

常磐自動車道

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

土工部　数量表(2)

/3 58

NTS

土工部　数量表(2)



計

IC ～ IC KP（MP) ～ KP(MP) ｍ ｍ

12 - 内回り 走行 高機能Ⅰ型 つくば中央 つくば牛久
155.412

～
155.790 378.0 3.70

内回り 走行 高機能Ⅰ型
156.000 156.448 448.0 3.70

内回り 高機能Ⅰ型
156.100 156.400 300.0 3.70

外回り 走行 高機能Ⅰ型
161.600 161.800 200.0 3.70

14 - 内回り 追越 高機能Ⅰ型 阿見東
167.200 167.400 200.0 3.70

内回り 走行 高機能Ⅰ型
169.200 169.400 200.0 3.70

内回り

高機能Ⅰ型
175.400 175.600 200.0 3.70

外回り

高機能Ⅰ型
176.600 176.800 200.0 3.70

外回り 高機能Ⅰ型
176.800 177.140 340.0 3.70

工　区 上下区分 車線区分 既設表層種別
IC間 工区起終点 施工延長 施工幅員

～

～

～

～

～

～

～

～

～

12 -

12 -

13 -

～

～

～

14

15

15

15

-

-

-

-

～

～

～

～

～

1,657.6

4

5

6

1

1

2

1

2

3

追越

走行

走行

走行

11

12

12

12

-

-

-

-

1

1

2

3

内回り

内回り

内回り

内回り

走行

走行

走行

走行

高機能Ⅰ型

高機能Ⅰ型

高機能Ⅰ型

高機能Ⅰ型

常総

つくば中央

つくば中央

つくば中央

つくば中央

つくば牛久

つくば牛久

つくば牛久

～

～

～

～

148.200

154.100

154.470

155.000

～

～

～

～

148.400

154.300

154.600

155.327

200.0 3.70

200.0

130.0

327.0

3.70

3.70

3.70 1,209.9

つくば中央

つくば中央

つくば牛久

つくば牛久

阿見東

稲敷

稲敷

稲敷

481.0

m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2

牛久阿見

牛久阿見

阿見東

阿見東

阿見東

牛久阿見

つくば牛久

m2 m2

高機能Ⅰ型
177.900 140.0

～- ～
518.0

15 4 阿見東 稲敷内回り
177.760

走行
3.703.70

13-（10）

Ｂ（t=4㎝） Ｂ（t=10㎝）

切削オーバーレイ工

（夜） （夜）

Ｄ２-１（t=27㎝）

（夜）

Ｄ２-４（t=25㎝）

（夜）

999.0 3,729.6 3,761.31,120.06,597.12,943.76,615.64,881.311,325.7

1,258.0

740.0

740.0

740.0

740.0

740.0

1,110.0

1,398.6

740.0

740.0

740.0

481.0

1,209.9

1,398.6

1,657.6

1,110.0

Ｄ２-２（t=25㎝） Ｄ２-３（t=25㎝）

首都圏中央連絡自動車道

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

土工部　数量表(3)
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378.0

448.0

200.0

3.7

0.5

1.1

工　区

200.0

200.0

340.0

11

12

12

12

-

-

-

-

1

1

2

3

12 -

14 -

12 -

12 -

13 -

14

15

15

15

-

-

-

-

4

5

6

1

1

2

1

2

3

200.0

327.0 3.7

0.4

1.0

0.7

0.7

130.8

80.0

80.0

-15 4
140.0

（夜）

ｍ ｍ ｍ

路面標示工

16-（7）

路面標示標準型Ａ１

（夜）

ｍm2 m2

Ｃ

特-（1） 特-（2)

止水目地工

（夜） （夜） （夜）

特-（3)

事前調査工

ＦＷＤ調査

（夜）

開削調査

（夜）

コア採取 備　考路面標示標準型Ｃ１－１ 路面標示標準型Ｃ１－２ 突起型路面標示Ｂ２－１ Ｂ

ループコイル敷設工

Ｂ

（夜）

ｍ ｍ 箇所箇所 ｍ ｍ箇所箇所ｍ ｍ箇所

80.0

80.0

52.0

151.2

179.2

120.0

80.0

80.0

80.0

136.0

56.0

200.0

130.0

300.0

200.0

200.0

140.0

402.04,849.0 14.8 40.0 20.02.0 4,849.0 15.12,092.0計 3.0 2.0 16.1 7.51,939.6 1,472.0 20.8 13.6

13.2

4.0

1.0

340.0

200.0

200.0

200.0

200.0

200.0

300.0

448.0

378.0

327.0

130.0

200.0

200.0

20.0

20.0

1.0

0.4

0.7

1.1

1.1

1.1

1.1

1.8

0.7

1.3

ＦＷＤ調査

161.4KP～162.4KP

ＦＷＤ調査

168.5KP～169.5KP

首都圏中央連絡自動車道

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

土工部　数量表(4)
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IC ～ IC KP（MP) ～ KP(MP) ｍ ｍ

上り線 高機能Ⅰ型
2.400 2.600 200.0 3.75

上り線 高機能Ⅰ型
2.600 2.800 200.0 3.70

上り線 第一走行 高機能Ⅰ型
3.498 3.600 102.0 3.70

1 - 上り線 第二走行 高機能Ⅰ型 流山
3.498 3.600 102.0 3.75

上り線 高機能Ⅰ型
6.200 6.400 200.0 3.75

下り線 高機能Ⅰ型
6.800 6.900 100.0 3.70

下り線 高機能Ⅰ型
32.530 32.800 270.0 3.70

高機能Ⅰ型
36.700 36.885 185.0 3.75

高機能Ⅰ型
39.200 39.591 391.0 3.70

高機能Ⅰ型
39.800 40.000 200.0 3.70

6 上り線 第二走行 高機能Ⅰ型
40.400 40.800 400.0 3.75

下り線 第一走行 高機能Ⅰ型
43.900 44.008 108.0 3.70

工　区 上下区分 車線区分 既設表層種別
IC間 工区起終点 施工延長 施工幅員

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

1 -

1 -

1 -

～

～

～

三郷JCT

三郷JCT

流山

流山

2

2

5

5

6

6

-

-

-

-

-

-

土浦北

～

～

～

～

～

～

～

～

～

-

-6

下り線 第二走行
55.600 200.0 3.75

- ～ ～8
55.400

高機能Ⅰ型
248.0

- ～ ～

下り線 高機能Ⅰ型
56.203 203.0 3.75

- ～ ～8
56.000

1

2

3

4

1

2

1

2

1

2

3

4

1

2

第二走行

追越

流山 柏

桜土浦

第二走行

第一走行

第一走行

第二走行

第一走行

第一走行

上り線

下り線

下り線

-

-

-

高機能Ⅰ型 ～

高機能Ⅰ型 ～

高機能Ⅰ型 ～千代田石岡 岩間

～

～

～

3.7564.600 200.064.400

68.400 93.068.307

68.400 76.068.324

下り線 第二走行

下り線 第一走行

上り線 第一走行

63.400

高機能Ⅰ型

第二走行

千代田石岡 岩間

流山 柏

谷田部 桜土浦

谷田部 桜土浦

桜土浦

桜土浦

千代田石岡 岩間

8

8

8

8

3

4

5

6

下り線 第一走行 千代田石岡

千代田石岡

千代田石岡

岩間

岩間

岩間

63.152 3.70

3.70

3.70

土浦北

土浦北

土浦北

桜土浦

（夜）

回

Ａ１

交通規制工

（夜）

Ａ２

車線規制

回 回 回

19-（1）

8.0

7.0

5.0

2.0

3.0

流山

備　考
Ｂ１

8.0

6.0

5.0

16.0

3.0

6.0

4.0

10.0

12.0

8.0

8.0

7.0

8.0

5.0

三郷JCT

三郷JCT

常磐自動車道

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

交通規制工　数量表(1)
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IC ～ IC KP（MP) ～ KP(MP) ｍ ｍ

12 - 内回り 走行 高機能Ⅰ型 つくば中央 つくば牛久
155.412

～
155.790 378.0 3.70

内回り 走行 高機能Ⅰ型
156.000 156.448 448.0 3.70

内回り 高機能Ⅰ型
156.100 156.400 300.0 3.70

外回り 走行 高機能Ⅰ型
161.600 161.800 200.0 3.70

14 - 内回り 追越 高機能Ⅰ型 阿見東
167.200 167.400 200.0 3.70

内回り 走行 高機能Ⅰ型
169.200 169.400 200.0 3.70

内回り

高機能Ⅰ型
175.400 175.600 200.0 3.70

外回り

高機能Ⅰ型
176.600 176.800 200.0 3.70

外回り 高機能Ⅰ型
176.800 177.140 340.0 3.70

工　区 上下区分 車線区分 既設表層種別
IC間 工区起終点 施工延長 施工幅員

～

～

～

～

～

～

～

～

～

12 -

12 -

13 -

～

～

～

14

15

15

15

-

-

-

-

～

～

～

～

～

4

5

6

1

1

2

1

2

3

追越

走行

走行

走行

11

12

12

12

-

-

-

-

1

1

2

3

内回り

内回り

内回り

内回り

走行

走行

走行

走行

高機能Ⅰ型

高機能Ⅰ型

高機能Ⅰ型

高機能Ⅰ型

常総

つくば中央

つくば中央

つくば中央

つくば中央

つくば牛久

つくば牛久

つくば牛久

～

～

～

～

148.200

154.100

154.470

155.000

～

～

～

～

148.400

154.300

154.600

155.327

200.0 3.70
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130.0

327.0
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つくば中央

つくば牛久
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阿見東
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稲敷

稲敷

牛久阿見

牛久阿見

阿見東

阿見東

阿見東

牛久阿見

つくば牛久

（夜）

回

Ａ１

交通規制工

（夜）

Ａ２

車線規制

回 回 回

19-（1）

10.0

3.0

6.0

8.0

8.0

4.0

3.0

3.0

4.0

高機能Ⅰ型
177.900 140.0

～- ～15 4 阿見東 稲敷内回り
177.760

走行
3.0

3.70

3.70

計 105.0 11.0 13.0 75.0
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20
1
10

20

舗装厚19cm→25cm

舗装厚23cm→25cm

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

切削標準横断図(1)

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

切削標準横断図(1)
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S=1:10



200 75 75 75
80

20

20
1
50

表層用アスファルト混合物 t=40

基層用アスファルト混合物 t=60

アスファルト安定処理路盤 t=170

下層路盤

80

20

20

1
50

第一走行車線・追越車線

切削断面 切削断面既設舗装構成

常磐道-切削深　t=27cm

80
20

表層用アスファルト混合物 t=40

基層用アスファルト混合物 t=60

アスファルト安定処理路盤 t=170

下層路盤

80

20

20

1
50

第二走行車線

切削断面 切削断面既設舗装構成

20
1
50

舗装厚27cm→27cm

200 75

1
00

80

表層用アスファルト混合物 t=40

基層用アスファルト混合物 t=60

アスファルト安定処理路盤 t=80

下層路盤

70

1
00

80
70

走行車線・追越車線

切削断面 切削断面既設舗装構成

圏央道-切削深　t=25cm
舗装厚18cm→25cm

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

切削標準横断図(2)

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

切削標準横断図(2)
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S=1:10



補修前（既設）舗装構成 補修後（新設）舗装構成

高機能舗装Ⅱ型用混合物

切削オーバーレイ工　Ｂ（t=4cm）

150

75

3750
第二走行車線

路面標示標準型Ａ1

4
0

4
0

高機能舗装Ⅱ型用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

高機能舗装Ⅱ型用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

乳剤散布詳細図

PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)
注）乳剤は立上り面まで散布すること

S=1:10

S=1:100

止水工目地工Ｂ

（水上側に設置）

止水目地工Ｂ

（水上側に設置）

3700
第一走行車線

路面標示標準型Ａ1

止水目地工Ｂ

（水上側に設置）

突起型路面標示Ｂ２－１

3700
追越車線

150

75

3750
第二走行車線

路面標示標準型Ａ1

止水目地工Ｂ

（水上側に設置）

止水目地工Ｂ

（水上側に設置）

3700
第一走行車線

路面標示標準型Ａ1

止水目地工Ｂ

（水上側に設置）

3700
追越車線

基層用遮水性アスファルト混合物

※追越車線は第一走行車線に準ずる ※追越車線は第一走行車線に準ずる

PKM-T　(0.4L/m2) PKM-T　(0.4L/m2)

150

75

150

75

突起型路面標示Ｂ２－１

止水目地工Ｂ

2
5

5

補修前（既設）舗装構成

表層用アスファルト混合物

補修後（新設）舗装構成

高機能舗装Ⅱ型用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物基層用アスファルト混合物

4
0

60

1
00

40
601
00

PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)

S=1:100

注）常磐自動車道（三郷～岩間）平均摩耗深さ：1.1㎜

25

3

75

止水目地工Ｃ

止水目地工Ｃ　詳細図

高機能舗装Ⅱ型用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

40
601
00

伸縮装置

止水目地工Ｃ

S=1:10

止水目地工詳細図 S=1:8

高機能舗装Ⅱ型用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

高機能舗装Ⅱ型用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

乳剤散布詳細図

注）乳剤は立上り面まで散布すること

S=1:10

切削オーバーレイ工　Ｂ（t=10cm）

200 200

PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2) PKM-T　(0.4L/m2)

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

施工標準横断図(1)

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

施工標準横断図(1)

常磐自動車道　土工部

常磐自動車道　土工部
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図示



基層用遮水性アスファルト混合物 基層用遮水性アスファルト混合物

乳剤散布詳細図

200 75

PK-3　(0.8L/m2)PK-3　(0.8L/m2)

注）乳剤は立上り面まで散布すること

S=1:10

基層用遮水性アスファルト混合物 基層用遮水性アスファルト混合物

75

注）乳剤は立上り面まで散布すること

第一走行車線・追越車線

第二走行車線

注）常磐自動車道（三郷～岩間）平均摩耗深さ：1.1㎜

75

PK-3　(0.8L/m2)PK-3　(0.8L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2) PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)

切削オーバーレイ工　Ｄ２-１（t=27cm）

補修前（既設）舗装構成

表層用アスファルト混合物

基層用アスファルト混合物

アスファルト安定処理混合物

補修後（新設）舗装構成

基層用遮水性アスファルト混合物

高弾性上層路盤用混合物

40
6
0

5
00

1
70

1
00

2
70

200

3425
75

PK-3　(0.8L/m2)

S=1:100

3750
第二走行車線

3700
追越車線

75 75

3600 ※追越車線は第一走行車線に準ずる

200

3700
第一走行車線

※路面標示標準型Ａ１が半分存置している場合は　
　仮路面標示を施工しない

高弾性上層路盤用混合物

1
70

150

75
路面標示標準型Ａ1路面標示標準型Ａ1

突起型路面標示Ｂ２－１
150

75

PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)

粒状路盤

2
30

高弾性上層路盤用混合物 高弾性上層路盤用混合物

高弾性上層路盤用混合物 高弾性上層路盤用混合物

高弾性上層路盤用混合物 高弾性上層路盤用混合物

高弾性上層路盤用混合物 高弾性上層路盤用混合物

施工標準横断図(2)

常磐自動車道　土工部

/34 58

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

施工標準横断図(2)

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

常磐自動車道　土工部

図示



切削オーバーレイ工　Ｄ２-３（t=25cm）

補修前（既設）舗装構成

表層用アスファルト混合物

基層用アスファルト混合物

アスファルト安定処理混合物

補修後（新設）舗装構成

基層用遮水性アスファルト混合物

高弾性上層路盤用混合物

40
60

5
00

9
0

1
00

2
50

1
50

200

3425

75

PKM-T-Q(0.4L/m2)

PK-3　(0.8L/m2)

S=1:100

3750
第二走行車線

3700
追越車線

75 75

3600
※追越車線は第一走行車線に準ずる

3700
第一走行車線

※路面標示標準型Ａ１が半分存置している場合は　
　仮路面標示を施工しない

200 150

75
路面標示標準型Ａ1路面標示標準型Ａ1

突起型路面標示Ｂ２－１
150

75

粒状路盤3
10

高弾性上層路盤用混合物

PKM-T-Q(0.4L/m2)

基層用遮水性アスファルト混合物

上層路盤用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

乳剤散布詳細図

200 75

PKM-T-Q(0.4L/m2)

PK-3　(0.8L/m2)PK-3　(0.8L/m2)

PKM-T-Q(0.4L/m2)

注）乳剤は立上り面まで散布すること

S=1:10

基層用遮水性アスファルト混合物 基層用遮水性アスファルト混合物

75 75

PKM-T-Q(0.4L/m2)

PK-3　(0.8L/m2)PK-3　(0.8L/m2)

PKM-T-Q(0.4L/m2)

注）乳剤は立上り面まで散布すること

第一走行車線・追越車線

第二走行車線

注）常磐自動車道（三郷～岩間）平均摩耗深さ：1.1㎜

高弾性
上層路盤用混合物

高弾性

上層路盤用混合物
高弾性

上層路盤用混合物
高弾性

上層路盤用混合物
高弾性

上層路盤用混合物
高弾性

PKM-T-Q(0.4L/m2)
PKM-T-Q(0.4L/m2)

PKM-T-Q(0.4L/m2) PKM-T-Q(0.4L/m2)

上層路盤用混合物
高弾性

上層路盤用混合物
高弾性

施工標準横断図(3)

常磐自動車道　土工部
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図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

施工標準横断図(3)

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

常磐自動車道　土工部

図示



切削オーバーレイ工　Ｄ２-４（t=25cm）

補修前（既設）舗装構成

表層用アスファルト混合物

基層用アスファルト混合物

アスファルト安定処理混合物

補修後（新設）舗装構成

基層用遮水性アスファルト混合物

高弾性上層路盤用混合物

40
60

5
00

1
30

1
00

2
50

1
50

200

3425

75

PKM-T　(0.4L/m2)

PK-3　(0.8L/m2)

S=1:100

3750
第二走行車線

3700
追越車線

75 75

3600
※追越車線は第一走行車線に準ずる

3700
第一走行車線

※路面標示標準型Ａ１が半分存置している場合は　
　仮路面標示を施工しない

200 150

75
路面標示標準型Ａ1路面標示標準型Ａ1

突起型路面標示Ｂ２－１
150

75

粒状路盤2
70

高弾性上層路盤用混合物

PKM-T　(0.4L/m2)

基層用遮水性アスファルト混合物

上層路盤用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

乳剤散布詳細図

200 75

PKM-T　(0.4L/m2)

PK-3　(0.8L/m2)PK-3　(0.8L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)

注）乳剤は立上り面まで散布すること

S=1:10

基層用遮水性アスファルト混合物 基層用遮水性アスファルト混合物

75 75

PKM-T　(0.4L/m2)

PK-3　(0.8L/m2)PK-3　(0.8L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)

注）乳剤は立上り面まで散布すること

第一走行車線・追越車線

第二走行車線

注）常磐自動車道（三郷～岩間）平均摩耗深さ：1.1㎜

高弾性
上層路盤用混合物

高弾性

上層路盤用混合物
高弾性

上層路盤用混合物
高弾性

上層路盤用混合物
高弾性

上層路盤用混合物
高弾性

PKM-T　(0.4L/m2)
PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2) PKM-T　(0.4L/m2)

上層路盤用混合物
高弾性

上層路盤用混合物
高弾性

施工標準横断図(4)

常磐自動車道　土工部
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図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

施工標準横断図(4)

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

常磐自動車道　土工部

図示



外回り

200

3700
追越車線

3700
走行車線

150

75

200

3700
追越車線

3700
走行車線

路面標示標準型Ａ1

止水目地工Ｂ

（水上側に設置）

150

75

200

切削オーバーレイ工　Ｂ（t=10cm） S=1:100

内回り

注）首都圏中央連絡自動車道（常総～神崎）平均摩耗深さ：1.2㎜

※外回りは内回りに準ずる

補修前（既設）舗装構成

基層用遮水性アスファルト混合物4
0

補修後（新設）舗装構成

高機能舗装Ⅱ型用混合物4
0

高機能舗装Ⅱ型用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

高機能舗装Ⅱ型用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

乳剤散布詳細図

注）乳剤は立上り面まで散布すること

S=1:10

外回り

200

3700
追越車線

3700
走行車線

150

75

200

3700
追越車線

3700
走行車線

路面標示標準型Ａ1

止水目地工Ｂ

（水上側に設置）

150

75

突起型路面標示Ｂ2-1

200

切削オーバーレイ工　Ｂ（t=4cm） S=1:100

内回り

PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2) PKM-T　(0.4L/m2)

※外回りは内回りに準ずる

止水目地工Ｂ

（水上側に設置）

高機能舗装Ⅱ型用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

高機能舗装Ⅱ型用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

乳剤散布詳細図

注）乳剤は立上り面まで散布すること

S=1:10

PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2) PKM-T　(0.4L/m2)

補修前（既設）舗装構成

表層用アスファルト混合物

基層用アスファルト混合物

40
6
01
00

補修後（新設）舗装構成

高機能舗装Ⅱ型用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

40
6
01
00

PKM-T　(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)

※追越車線は走行車線に準ずる

※追越車線は走行車線に準ずる

突起型路面標示Ｂ2-1

止水目地工Ｂ

（水上側に設置）

施工標準横断図(5)

首都圏中央連絡自動車道　土工部
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図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

施工標準横断図(5)

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

首都圏中央連絡自動車道　土工部

図示



乳剤散布詳細図 S=1:10

外回り

200

3700
追越車線

3700
走行車線

150

75

200

3700
追越車線

3700
走行車線

路面標示標準型Ａ1
150

75

突起型路面標示Ｂ2-1
200

切削オーバーレイ工　Ｄ２-２（t=25cm）
S=1:100

内回り

注）首都圏中央連絡自動車道（常総～神崎）平均摩耗深さ：1.2㎜

※外回りは内回りに準ずる

20075

基層用遮水性アスファルト混合物

上層路盤用混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

75 200

PKM-T　(0.4L/m2)

PK-3　(0.8L/m2)PK-3　(0.8L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2)

注）乳剤は立上り面まで散布すること

走行車線・追越車線

高弾性
上層路盤用混合物

高弾性

3425※追越車線は走行車線に準ずる

補修前（既設）舗装構成

表層用アスファルト混合物40

補修後（新設）舗装構成

基層用アスファルト混合物

アスファルト安定処理混合物

60
80

基層用遮水性アスファルト混合物

高弾性上層路盤用混合物

1
00

1
50

4
00

2
50

PKM-T(0.4L/m2)

PK-3(0.8L/m2)

粒状路盤　RC-40

2
20

高弾性上層路盤用混合物

PKM-T(0.4L/m2)

PKM-T　(0.4L/m2) PKM-T　(0.4L/m2)

上層路盤用混合物
高弾性

上層路盤用混合物
高弾性

施工標準横断図(6)

首都圏中央連絡自動車道　土工部
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図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

施工標準横断図(6)

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

首都圏中央連絡自動車道　土工部

図示



3
5
0
0

追
越

車
線

3
5
0
0

第
一

走
行

車
線

突起型路面標示Ｂ２－１

路面標示標準型Ａ１

突起型路面標示Ｂ２－１

8000 12000

1
5
0

2
0
0

2
0
0

常磐道　路面標示標準型Ａ１・突起型路面標示Ｂ２－１

路面標示標準型Ａ１

8000 12000

1
5
0

3
7
5
0

第
二

走
行

車
線

Ｓ＝1：150

突起型路面標示Ｂ２－１

2
00

400程度

5
以
上

3
5
0
0

追
越

車
線

3
5
0
0

走
行

車
線

突起型路面標示Ｂ２－１

路面標示標準型Ａ１

突起型路面標示Ｂ２－１

8000 12000

1
5
0

2
0
0

2
0
0

圏央道　路面標示標準型Ａ１・突起型路面標示Ｂ２－１
Ｓ＝1：150

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

路面標示工詳細図(1)

路面標示工詳細図(1)

図示
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突起型路面標示詳細図 Ｓ＝1：50



路面標示標準型Ｃ１-２（矢印） Ｓ＝1：100

5000

3
0
0

1.67m2/箇所

5000

1.57m2/箇所3
0
0

2.71m2/箇所

3.07m2/箇所

3.01m2/箇所

5
0
00

1000

50
0
0

1000

50
0
0

1000

路面標示標準型Ｃ１-２（文字）
Ｓ＝1：100

3000 3000 3000 3000 3000

2
0
0

2
0
0

第一走行車線

ランプ

路面標示標準型Ｃ１-１

　（車線境界線）

路面標示標準型Ｃ１-１（車線境界線）
Ｓ＝1：150

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

路面標示工詳細図(2)

路面標示工詳細図(2)

図示
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1500

4500

15005500

追越車線

走行車線

Ａ
Ａ
’

Ａ
Ａ
’

Ａ Ａ’Ａ Ａ’

Ｂ Ｂ’

Ｃ Ｃ’
路　　肩

中央分離帯

500 500

8
0
0

2
00
0

7
0
0

3
50
0

7
0
0

2
00
0

8
0
0

3
5
00

首都圏中央連絡自動車道 10mm
(舗装切込幅)

10mm
(舗装切込幅)

10mm
(舗装切込幅)

15
0m

m
(舗

装
切

込
深

さ
)

表
層

基
層

上
層

路
盤

ケーブル

補 修 材

4回巻き

詳細平面図

詳細断面図

ループコイル詳細図

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

ループコイル敷設工詳細図

ループコイル敷設工詳細図

NTS
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FWD調査平面図

3
75
0

S=1:300

3
7
0
0

3
7
00

〇.〇KP +10.0m +20.0m +40.0m +60.0m +80.0m +100.0m+30.0m +50.0m +70.0m +90.0m

FWD調査 FWD調査 FWD調査

FWD調査は監督員の指示する車線・区間で調査を行うものとする。

FWD調査は50mに1箇所測定するものとし、調査延長は1kmを標準とする。

FWD調査はOWPまたはIWPのいずれかで測定を行うこと。

コア採取平面図

3
7
5
0

S=1:300

3
7
0
0

3
7
0
0

〇.〇KP +10.0m +20.0m +40.0m +60.0m +80.0m +100.0m+30.0m +50.0m +70.0m +90.0m

コア採取(HiMA対象)

コア採取は、HiMA対象工区で100mに1箇所、通常の補修工区は100mに3箇所とする。

通常の補修工区の場合、コア採取はOWPまたはIWPのいずれかで行うものとする。

コア採取コア採取 コア採取

通常の補修工区の場合

HiMA対象工区の場合

HiMA対象工区のコア採取の位置は監督員が指示するものとする。

HiMA対象工区で開削調査を行った場合、開削調査をした100m区間ではコア採取しない。

φ100

コア採取・復旧詳細図 S=1:20

コア採取 復旧

表層

基層

上層路盤

下層路盤

コア採取後は基層用遮水性
アスファルト混合物で復旧すること。ｔ

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

FWD調査・コア採取標準図

FWD調査・コア採取標準図

図示
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事前調査工(1)

事前調査工(1)



10
00

開削調査断面図
S=1:100

3750
第二走行車線

3700
追越車線

※追越車線は第一走行車線に準ずる

200

3700
第一走行車線

150 路面標示標準型Ａ1路面標示標準型Ａ1

突起型路面標示Ｂ２－１
150

突起型路面標示Ｂ２－１

IC間
舗装構成(t)

表層(mm) 基層(mm) Asb(mm) t(mm)

三郷IC～流山IC

流山IC～柏IC

柏IC～谷和原IC

谷和原IC～谷田部IC

谷田部IC～桜土浦IC

40 60 90 190

桜土浦IC～土浦北IC

土浦北IC～千代田石岡IC

千代田石岡IC～岩間IC

首都圏中央連絡自動車道

常総IC～つくば中央IC

つくば中央IC～つくば牛久IC

つくば牛久IC～牛久阿見IC

常磐自動車道

牛久阿見IC～阿見東IC

阿見東IC～稲敷IC

稲敷IC～稲敷東IC

稲敷東IC～神崎IC

40 60 90 190

40 60 170 270

40 60 170 270

40 60 170 270

40 60 130 230

40 60 150 250

40 60 130 230

40 60 120 220

40 60 80 180

40 60 80 180

40 60 80 180

40 60 80 180

40 60 110 210

40 60 110 210

開削調査平面図
S=1:100

開削調査路面切断詳細図
S=1:25

2000

5
00

5
00

1
00
0

500 500 500 500

2000

t

500 500 500 500

2000

下層路盤

粒状路盤

安定処理

FWD調査

Ａ判定

Ａ判定

Ａ判定

Ａ判定

Ａ判定

Ａ判定

Ａ判定

Ａ判定

Ａ判定

安定処理

粒状路盤

粒状路盤

粒状路盤

粒状路盤

粒状路盤

粒状路盤

粒状路盤

粒状路盤

粒状路盤

粒状路盤

粒状路盤

粒状路盤

Ａ判定

Ａ判定

Ａ判定

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

開削調査標準図

開削調査標準図

図示
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※舗装面をカッターで切断後、下層路盤が露出するようにブロック状で搬出すること

※搬出したアスコンブロック及び下層路盤の状況を観察・記録し報告するものとする

※調査後、下層路盤が乱れている場合は整正し、入念な転圧を行うこと

※埋戻しは基層用遮水性アスファルト混合物を用い1層ずつ行うものとし、

交通解放後、沈下の起こらないよう施工しなければならない

※開削調査位置は監督員が指示するものとし、調査は監督員の立会のもと行うものとする

事前調査工(2)

事前調査工(2)



800m先300m先 路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

警告灯 ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

施工箇所

名 称 数量

規制機材 式

常磐道　埼玉県区間 80km/h　走行車線規制（夜間）

看板
看板

交通監視員

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

第二走行車線

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

看板

800m先300m先 路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

警告灯
ロボット

標　識　車
工

事
中

500m先

施工箇所

常磐道　埼玉県区間 80km/h　追越車線規制（夜間）

看板 交通監視員

看板

交通監視員

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

第二走行車線

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

看板

車線規制数量表

矢
印
版
は
20m間

隔

矢
印
版
は
20
m間

隔

注1

※標識及びラバーコーン上の〇は自発光デリネーターとする。

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

注1

※注1の標識は内照式または外照式とする。

注1

注1 注1

車線規制　Ａ１（夜）

車線規制　Ａ１（夜）

100m100m100mテーパー部　300m200m200m 工事施工延長＝Ｌ 50m

1,000m

1000m先

200m300m50m

追越禁止 追越禁止

1000m先

注1

100m100m100mテーパー部　300m200m200m 工事施工延長＝Ｌ 50m

1,000m

200m300m50m

追越禁止 追越禁止

1000m先

800m先300m先

1000m先800m先300m先

100m

100m

テーパー監視

規制保守

追越禁止 追越禁止

追越禁止 追越禁止

テーパー監視

交通監視員
車両入口

交通監視員
作業監視

交通監視員
車両出口

交通監視員
規制保守

交通監視員
車両出口

交通監視員
車両入口

交通監視員
作業監視

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台1 貸与品

交通監視員 人5

発炎筒(５分) 本6 受注者持ち

（規制1回当たり）

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

防護車両

防護車両

防護車両 台1 受注者持ち

用心棒

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

用心棒

1班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(1)

交通規制工標準図(1)

/44 58

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

NTS



路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

100m100m100mテーパー部　300m平行部100m200m

警告灯

ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

施工箇所

工事施工延長＝Ｌ 50m

1,000m

常磐道　埼玉県区間 80km/h　2走・追越車線規制（夜間）

看板

看板

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

第二走行車線

1000m先

200m300m

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

看板

50m

矢
印

版
は
20
m間

隔

注1

注1 注1

800m先

テーパー部　300m200m

矢
印
版
は
20
m間

隔

800m先300m先

車線規制　Ｂ１（夜）

追越禁止追越禁止 追越禁止

1000m先

300m先

追越禁止

100m

交通監視員
作業監視

交通監視員
車両出口

交通監視員
工事車両誘導

交通監視員
車両入口

交通監視員
テーパー監視

用心棒
交通監視員
規制保守

防護車両

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台1 貸与品

交通監視員 人6

発炎筒(５分) 本12 受注者持ち

（規制1回当たり）

防護車両 台1 受注者持ち

※標識及びラバーコーン上の〇は自発光デリネーターとする。

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

※注1の標識は内照式または外照式とする。

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(2)

交通規制工標準図(2)
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常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

NTS



常磐道　埼玉県区間　80km/h 走行車線２島規制（夜間）

100m100m 200m300m

流
入

ラ
ン

プ

路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

第二走行車線

車線規制　Ａ１（夜）

800m先300m先

注1注1

1000m先

注1

100m

追越禁止 追越禁止

L14

L15

L16

L17

L18

L19

L20

L21

L22

L23

L24

L25

L26

L27

L28

三郷ＴＢ

三郷ＳＩＣ

施工箇所

警告灯

矢
印
版

は
20m間

隔

標　識　車

工
事

中

施工箇所および分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

看板

矢
印
版

は
2 0m間

隔

分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

警告灯

ロボット

標　識　車

工
事

中

看板看板

500m先

1000m先800m先300m先

100m
3.9KP3.8KP

看板

3.7KP
100m

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

追越禁止 追越禁止

工事施工延長=L200m

常時閉鎖

常時閉鎖

常時閉鎖

常時閉鎖

常時閉鎖

交通監視員
テーパー監視交通監視員

車両入口
交通監視員
作業監視

交通監視員
車両出口

交通監視員
規制保守

用心棒

防護車両

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台2 貸与品

交通監視員 人5

発炎筒(５分) 本12 受注者持ち

（規制1回当たり）

防護車両 台1 受注者持ち

※標識及びラバーコーン上の〇は自発光デリネーターとする。

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

※注1の標識は内照式または外照式とする。

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(3)

交通規制工標準図(3)
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常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

NTS



常磐道　埼玉県区間　80km/h ２走・追越車線規制（夜間）

100m100m 200m300m

流
入

ラ
ン

プ

路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

第二走行車線

車線規制　Ｂ１（夜）

注1注1

1000m先

注1

100m

追越禁止 追越禁止

L14

L15

L16

L17

L18

L19

L20

L21

L22

L23

L24

L25

L26

L27

L28

三郷ＴＢ

三郷ＳＩＣ

看板

100m
3.9KP3.8KP3.7KP

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

追越禁止 追越禁止

工事施工延長=L200m

500m先

1000m先800m先

800m先300m先

300m先

テーパー部　300m
50m50m

警告灯

ロボット

標　識　車

工
事

中

看板看板

矢
印
版
は
20
m間

隔

ETC専用-閉鎖

ETC専用-閉鎖

常時閉鎖

警告灯

ロボット

標　識　車

工
事

中

矢
印
版
は
20
m間

隔

施工箇所

100m

常時閉鎖

常時閉鎖

常時閉鎖

常時閉鎖

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

用心棒
交通監視員

テーパー監視

交通監視員
車両入口

交通監視員
作業監視

交通監視員
車両出口

交通監視員
規制保守交通監視員

工事車両誘導

100m

防護車両

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台2 貸与品

交通監視員 人6

発炎筒(５分) 本12 受注者持ち

（規制1回当たり）

防護車両 台1 受注者持ち

※標識及びラバーコーン上の〇は自発光デリネーターとする。

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

※注1の標識は内照式または外照式とする。

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(4)

交通規制工標準図(4)

/47 58

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

NTS



800m先300m先 路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

警告灯ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

施工箇所

常磐道　千葉県区間 80km/h　走行車線規制（夜間）

看板
看板

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

第二走行車線

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

看板

800m先300m先 路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

警告灯
ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

施工箇所

常磐道　千葉県区間 80km/h　追越車線規制（夜間）

看板

看板

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

第二走行車線

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

看板

矢
印
版
は
20m間

隔

矢
印
版
は
20
m間

隔

注1注1

注1

注1 注1

車線規制　Ａ１（夜）

車線規制　Ａ１（夜）

100m100m200mテーパー部　300m200m200m 工事施工延長＝Ｌ 50m

1,000m

1000m先

200m300m50m

追越禁止追越禁止 追越禁止

1000m先
追越禁止

注1

追越禁止

100m100m200mテーパー部　300m200m200m 工事施工延長＝Ｌ 50m

1,000m

1000m先

200m300m50m

追越禁止 追越禁止

1000m先
追越禁止

用心棒
交通監視員

テーパー監視

交通監視員
車両入口

交通監視員
作業監視

交通監視員
車両出口

交通監視員
規制保守

用心棒
交通監視員

テーパー監視

交通監視員
車両入口

交通監視員
車両出口

交通監視員
規制保守

交通監視員
作業監視

防護車両

防護車両

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

※標識及びラバーコーン上の〇は自発光デリネーターとする。

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

※注1の標識は内照式または外照式とする。

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台1 貸与品

交通監視員 人5

発炎筒(５分) 本6 受注者持ち

（規制1回当たり）

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

防護車両 台1 受注者持ち

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(5)

交通規制工標準図(5)
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看板

常磐道　千葉県区間　80km/h 走行車線２島規制（夜間）1車線ランプ

施工箇所

施工箇所および分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

テーパー部　300m200m

警告灯

ロボット

標　識　車

工
事

中

50m

看板看板

50m

矢
印
版

は
20m間

隔

工事施工延長＝Ｌ

看板

テーパー部

警告灯

矢
印
版
は
2 0m間

隔

流
入
ラ
ン
プ
(1車

線
)

50m以上

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

第二走行車線

※加速長をできるだけ取ること。

200m

注1

車線規制　Ａ１（夜）

追越禁止

標　識　車

工
事

中

看板

800m先300m先

100m100m200m

500m先

1,000m

1000m先

200m300m

追越禁止

1000m先
追越禁止

注1注1

平行部

追越禁止

交通監視員
テーパー監視

交通監視員
規制保守

交通監視員
作業監視

交通監視員
車両出口

交通監視員
車両入口

用心棒

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台2 貸与品

交通監視員 人5

発炎筒(５分) 本12 受注者持ち

（規制1回当たり）

防護車両 台1 受注者持ち

※標識及びラバーコーン上の〇は自発光デリネーターとする。

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

※注1の標識は内照式または外照式とする。

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本
１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(6)

交通規制工標準図(6)
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路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

100m100m200mテーパー部　300m平行部100m200m

警告灯

ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

施工箇所

工事施工延長＝Ｌ 50m

1,000m

常磐道　千葉県区間 80km/h　2走・追越車線規制（夜間）

看板 看板

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

第二走行車線

1000m先

200m300m

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

看板

50m

矢
印
版
は
20
m間

隔

注1

注1 注1

テーパー部　300m200m

矢
印

版
は
20
m間

隔

800m先300m先

車線規制　Ｂ１（夜）

追越禁止追越禁止 追越禁止

1000m先
追越禁止

用心棒

交通監視員
作業監視

交通監視員
車両出口

交通監視員
工事車両誘導

交通監視員
車両入口

交通監視員
テーパー監視

交通監視員
規制保守

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台1 貸与品

交通監視員 人6

発炎筒(５分) 本12 受注者持ち

（規制1回当たり）

防護車両 台1 受注者持ち

※標識及びラバーコーン上の〇は自発光デリネーターとする。

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

※注1の標識は内照式または外照式とする。

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

防護車両

１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(7)

交通規制工標準図(7)
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1500m先800m先
追越禁止

300m先 路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

100m100m200mテーパー部　300m200m200m

警告灯

ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

施工箇所

工事施工延長＝Ｌ 50m

1,500m

常磐道　千葉県・茨城県区間 100km/h・110km/h　走行車線規制（昼間）

看板
看板

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

追越禁止

第二走行車線

300m

1200m先

1200m先

300m

追越禁止

100m300m

追越禁止

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

看板

1500m先800m先
追越禁止

300m先 路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

100m100m200mテーパー部　300m200m200m

警告灯

ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

施工箇所

工事施工延長＝Ｌ 50m

1,500m

常磐道　千葉県・茨城県区間 100km/h・110km/h　追越車線規制（昼間）

看板

看板

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

追越禁止

第二走行車線

300m

1200m先

1200m先

300m

追越禁止

100m300m

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

看板

50m

50m

矢
印
版
は
20m間

隔

矢
印
版
は
20
m間

隔

車線規制　Ａ１

車線規制　Ａ１

追越禁止

追越禁止追越禁止

用心棒

交通監視員
テーパー監視

交通監視員
車両入口

交通監視員
作業監視

交通監視員
車両出口

交通監視員
規制保守

用心棒交通監視員
テーパー監視

交通監視員
車両入口

交通監視員
作業監視

交通監視員
車両出口

交通監視員
規制保守

防護車両

防護車両

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台1 貸与品

交通監視員 人5

発炎筒(５分) 本6 受注者持ち

（規制1回当たり）

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

防護車両 台1 受注者持ち

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

交通規制工標準図(8)

交通規制工標準図(8)
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1500m先800m先
追越禁止

300m先 路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

100m100m200mテーパー部　300m200m200m

警告灯
ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

施工箇所

工事施工延長＝Ｌ 50m

1,500m

常磐道　千葉県・茨城県区間 100km/h・110km/h　走行車線規制（夜間）

看板
看板

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

追越禁止

第二走行車線

300m

1200m先

1200m先

300m

追越禁止

100m300m

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

看板

1500m先800m先
追越禁止

300m先 路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

100m100m200mテーパー部　300m200m200m

警告灯

ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

施工箇所

工事施工延長＝Ｌ 50m

1,500m

常磐道　千葉県・茨城県区間 100km/h・110km/h　追越車線規制（夜間）

看板

看板

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

追越禁止

第二走行車線

300m

1200m先

1200m先

300m

追越禁止

100m300m

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

看板

50m

50m

矢
印
版
は
20m間

隔

矢
印
版
は
20
m間

隔

注1注1

注1

注1

注1 注1

車線規制　Ａ１（夜）

車線規制　Ａ１（夜）

追越禁止

追越禁止追越禁止

用心棒
交通監視員
テーパー監視

交通監視員
車両入口

交通監視員
作業監視

交通監視員
車両出口

交通監視員
規制保守

用心棒交通監視員
テーパー監視

交通監視員
車両入口

交通監視員
作業監視

交通監視員
車両出口

交通監視員
規制保守

追越禁止

防護車両

防護車両

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

※標識及びラバーコーン上の〇は自発光デリネーターとする。

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

※注1の標識は内照式または外照式とする。

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台1 貸与品

交通監視員 人5

発炎筒(５分) 本6 受注者持ち

（規制1回当たり）

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

防護車両 台1 受注者持ち

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(9)

交通規制工標準図(9)
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常磐道　千葉県・茨城県区間　100km/h・110km/h 走行車線２島規制（昼間）

この先

施工箇所

看板

常磐道　茨城県区間　100km/h・110km/h 走行車線２島規制（昼間）

施工箇所

施工箇所および分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

1500m先800m先
追越禁止

300m先

100m100m200mテーパー部　300m200m

警告灯
ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

50m

1,500m

看板

追越禁止

300m

1200m先

300m

追越禁止

100m300m

看板

50m

矢
印
版
は
2 0m間

隔

工事施工延長＝Ｌ

看板

テーパー部

警告灯

矢
印
版

は
20m間

隔

流
入
ラ
ン
プ

1200m先

50m以上

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

第二走行車線

※加速長をできるだけ取ること。 2 0 0 m

1500m先800m先300m先

100m100m200mテーパー部　300m

警告灯
ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

50m

1,500m

看板

300m

1200m先

300m100m300m

看板

50m

矢
印
版
は
20m間

隔

1200m先

分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

出口
100m先
出口

看板 看板

流
入
ラ
ン
プ

流
出
ラ
ン
プ

警告灯

矢
印
版

は
2 0m間

隔

標　識　車

工
事

中

施工箇所および分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

看板

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

50m 工事施工延長＝Ｌ テーパー部50m以上

路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

第二走行車線

追越禁止追越禁止 追越禁止

車線規制　Ａ１

車線規制　Ａ１

追越禁止 追越禁止

追越禁止 追越禁止

平行部

平行部

交通監視員
作業監視

用心棒

交通監視員
テーパー監視

防護車両
交通監視員
車両入口

交通監視員
車両出口

交通監視員
規制保守

用心棒

交通監視員
テーパー監視

防護車両

交通監視員
作業監視

交通監視員
車両入口

交通監視員
車両出口

交通監視員
規制保守

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。
単位 備　考

1 貸与品

標識車 台2 貸与品

交通監視員 人5

発炎筒(５分) 本12 受注者持ち

（規制1回当たり）

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

防護車両 台1 受注者持ち ※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

１班当たり

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。
単位 備　考

1 貸与品

標識車 台1 貸与品

交通監視員 人5

発炎筒(５分) 本12 受注者持ち

（規制1回当たり）

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

防護車両 台1 受注者持ち ※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(10)

交通規制工標準図(10)
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常磐道　千葉県・茨城県区間　100km/h・110km/h 走行車線２島規制（夜間）

この先

施工箇所

看板

常磐道　茨城県区間　100km/h・110km/h 走行車線２島規制（夜間）

施工箇所

施工箇所および分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

1500m先800m先
追越禁止

300m先

100m100m200mテーパー部　300m200m

警告灯

ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

50m

1,500m

看板

追越禁止

300m

1200m先

300m

追越禁止

100m300m

看板

50m

矢
印
版
は
20m間

隔

工事施工延長＝Ｌ

看板

テーパー部

警告灯

矢
印
版
は
20m間

隔

流
入
ラ
ン
プ

1200m先

50m以上

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

第二走行車線

※加速長をできるだけ取ること。 2 0 0 m

1500m先800m先300m先

100m100m200mテーパー部　300m

警告灯
ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

50m

1,500m

看板

300m

1200m先

300m100m300m

看板

50m

矢
印
版
は
20m間

隔

1200m先

分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

出口
100m先
出口

看板 看板

流
入
ラ
ン
プ

流
出
ラ
ン
プ

警告灯

矢
印
版

は
20m間

隔

標　識　車

工
事

中

施工箇所および分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

看板

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

50m 工事施工延長＝Ｌ テーパー部50m以上

路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

第二走行車線

追越禁止追越禁止 追越禁止

注1注1

注1

注1注1

注1

車線規制　Ａ１（夜）

車線規制　Ａ１（夜）

追越禁止 追越禁止

追越禁止 追越禁止

平行部

平行部

用心棒

交通監視員
テーパー監視

防護車両

交通監視員
作業監視

交通監視員
車両入口

交通監視員
車両出口

交通監視員
規制保守

用心棒

防護車両交通監視員
車両入口

交通監視員
車両出口

交通監視員
作業監視

交通監視員
規制保守

交通監視員
テーパー監視

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台2 貸与品

交通監視員 人5

発炎筒(５分) 本12 受注者持ち

（規制1回当たり）

防護車両 台1 受注者持ち

※標識及びラバーコーン上の〇は自発光デリネーターとする。

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

※注1の標識は内照式または外照式とする。

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本
１班当たり

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台1 貸与品

交通監視員 人5

発炎筒(５分) 本12 受注者持ち

（規制1回当たり）

防護車両 台1 受注者持ち

※標識及びラバーコーン上の〇は自発光デリネーターとする。

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

※注1の標識は内照式または外照式とする。

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本
１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(11)

交通規制工標準図(11)
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常磐道　茨城県区間　100km/h・110km/h 　走行車線３島規制（昼間）

施工箇所

この先

1500m先800m先300m先

テーパー部　300m

警告灯
ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

1,500m

看板

300m

看板

分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

出口
100m先
出口

看板 看板

1200m先

1200m先

矢
印
版

は
20m間

隔

300m100m300m100m100m200m100m

流
出
ラ
ン
プ

警告灯

矢
印
版
は
20m間

隔

施工箇所および分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

平行部 テーパー部

看板

施工箇所および分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

200m 工事施工延長＝Ｌ

看板

テーパー部

警告灯

矢
印
版
は
20m間

隔

流
入
ラ
ン
プ

50m以上

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

※加速長をできるだけ取ること。 2 0 0 m

路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

第二走行車線

追越禁止 追越禁止 追越禁止

車線規制　Ａ２

追越禁止 追越禁止

平行部

標　識　車

工
事

中

交通監視員
テーパー監視 用心棒

交通監視員
規制保守

交通監視員
規制保守

交通監視員
車両入口

交通監視員
車両出口

交通監視員
作業監視

防護車両

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台2 貸与品

交通監視員 人6

発炎筒(５分) 本18 受注者持ち

（規制1回当たり）

防護車両 台1 受注者持ち

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(12)

交通規制工標準図(12)
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常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所
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1500m先 路　　肩

第一走行車線

追越車線

中央分離帯

100m100m200mテーパー部　300m平行部100m200m

警告灯

ロボット

標　識　車

工
事

中

500m先

施工箇所

工事施工延長＝Ｌ 50m

1,500m

常磐道　千葉県・茨城県区間 100km/h・110km/h　2走・追越車線規制（夜間）

看板
看板

※施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

第二走行車線

300m

1200m先

1200m先

300m100m300m

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

看板

50m

矢
印
版
は
20
m間

隔

注1

注1 注1

800m先

テーパー部　300m200m

矢
印
版
は
20
m間

隔

800m先
追越禁止追越禁止 追越禁止

300m先

車線規制　Ｂ１（夜）

追越禁止追越禁止

用心棒

防護車両

交通監視員
テーパー監視

交通監視員
車両入口

交通監視員
車両出口

交通監視員
工事車両誘導

交通監視員
規制保守

交通監視員
作業監視

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台1 貸与品

交通監視員 人6

発炎筒(５分) 本12 受注者持ち

（規制1回当たり）

防護車両 台1 受注者持ち

※標識及びラバーコーン上の〇は自発光デリネーターとする。

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

※注1の標識は内照式または外照式とする。

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本
１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(13)

交通規制工標準図(13)
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1000m先 路　　肩

走行車線

追越車線

中央分離帯

200m200mテーパー部　300m200m200m

警告灯 ロボット

標　識　車

工
事

中

200m

1000m先 路　　肩

走行車線

追越車線

中央分離帯

200m300m200m

1,000m

テーパー部　300m200m

標　識　車

工
事

中

200m

施工箇所

施工箇所

200m

工事施工延長＝Ｌ 50m

工事施工延長＝Ｌ

1,000m

交通監視員

看板

看板

施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

施工箇所は10m間隔、それ以外は20m間隔

圏央道　茨城県区間　走行車線規制（昼間）

車線規制　Ａ１

圏央道　茨城県区間　追越車線規制（昼間）

車線規制　Ａ１

300m先

800m先

800m先
追越禁止 追越禁止

50m 300m

追越禁止

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

追越禁止

看板看板

矢
印
版

は
20m間

隔

看板看板 警告灯

ロボット

矢
印
版
は
20
m間

隔

300m先
追越禁止 追越禁止追越禁止

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

追越禁止

50m 50m

規制保守

交通監視員
車両出口

交通監視員
車両入口

交通監視員
作業監視

交通監視員
テーパー監視 用心棒

交通監視員
規制保守

交通監視員
車両出口

交通監視員
車両入口

交通監視員
作業監視

交通監視員
テーパー監視 用心棒

防護車両

防護車両

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台1 貸与品

交通監視員 人5

発炎筒(５分) 本6 受注者持ち

（規制1回当たり）

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

防護車両 台1 受注者持ち

※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(14)

交通規制工標準図(14)
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圏央道　茨城県区間　走行車線３島規制（昼間）

施工箇所

この先

テーパー部　300m

警告灯

ロボット

標　識　車

工
事

中

1000m

看板看板

分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

出口
100m先
出口

看板 看板

矢
印
版
は
20m間

隔

200m

流
出
ラ
ン
プ

警告灯

矢
印
版
は
20m間

隔

施工箇所および分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

平行部 テーパー部

看板

施工箇所および分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

200m 工事施工延長＝Ｌ

看板

テーパー部

警告灯

矢
印
版
は
20m間

隔

流
入
ラ
ン
プ

50m以上

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

※加速長をできるだけ取ること。 2 0 0 m

路　　肩

走行車線

追越車線

中央分離帯

車線規制　Ａ２

平行部

標 識 車

工
事

中

圏央道　茨城県区間　走行車線２島規制（昼間）

この先

施工箇所

テーパー部　300m

警告灯
ロボット

標　識　車

工
事

中

1000m

看板看板

矢
印
版
は
20m間

隔

分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

出口
100m先
出口

看板 看板

流
入
ラ
ン
プ

流
出
ラ
ン
プ

警告灯

矢
印
版
は
20m間

隔

標　識　車

工
事

中

施工箇所および分合流付近は10m間隔、それ以外は20m間隔

看板

※工事施工延長Ｌが500mを超える場合は500m毎に設置する。

50m 工事施工延長＝Ｌ テーパー部50m以上

車線規制　Ａ１

平行部

300m先

追越禁止

追越禁止

追越禁止

追越禁止追越禁止

1000m先800m先
追越禁止

50m 50m 300m 200m 200m

200m

300m先
追越禁止

1000m先800m先
追越禁止

50m 50m 300m 200m 200m

路　　肩

走行車線

追越車線

中央分離帯

用心棒

用心棒

交通監視員
テーパー監視

交通監視員
規制保守

交通監視員
車両入口

防護車両

交通監視員
車両出口

交通監視員
作業監視

防護車両

交通監視員
テーパー監視

交通監視員
車両入口

交通監視員
車両出口

交通監視員
作業監視

交通監視員
規制保守

交通監視員
規制保守

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台2 貸与品

交通監視員 人5

発炎筒(５分) 本12 受注者持ち

（規制1回当たり）

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

防護車両 台1 受注者持ち ※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

名 称 数量

規制機材 式

車線規制数量表

※矢印板及びラバーコーンは高輝度反射式とする。

単位 備　考

1 貸与品

標識車 台2 貸与品

交通監視員 人6

発炎筒(５分) 本18 受注者持ち

（規制1回当たり）

※用心棒は標識車の後方50mから10mピッチに5本設置する。

防護車両 台1 受注者持ち ※発炎筒は１テーパー当たり設置・撤去で各3本

１班当たり

１班当たり

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制工標準図(15)

交通規制工標準図(15)

/58 58

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社

谷和原管理事務所管内舗装補修工事

関東支社　谷和原管理事務所

NTS


